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第２回 東京～山梨・長野交通強靭化プロジェクト

第１回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクトの振り返り P.2

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点 P.5

論点１：交通ネットワーク上の脆弱箇所はどこか？

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

論点３：効率的な復旧作業に何が必要か？

論点４：災害時の交通マネジメントをどうするか？

２ 取り組みの方向性（案） P.28

３ 今後のスケジュール（予定） P.29
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

第１回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクトの振り返り

・長野-山梨～東京-神奈川は、

人流物流面で日常的に強い
つながりがあり、大動脈と
なる３路線が隣接して並走

・都県境地域を中心に、脆弱

区間（土砂災害危険区域、
事前通行規制）が多数存在

1 現 状 2 災害発生時の状況（令和元年台風19号を例に）

・脆弱区間が集中する都県境地域で道路、鉄道が

被災（区域外からの土砂流入等が主原因）

・長期間にわたる大動脈の寸断により、都県民の

生活や物流、医療、観光面等へ深刻な影響

・迂回路では交通混雑が発生、鉄道不通の代替バス
も大幅な迂回

・周辺道路の渋滞により、災害状況の把握に時間を
要した

・ハード対策では災害時にも寸断しない交通ネットワークの強靭化が必要である。

・ソフト対策では早期復旧、被害を最小化する交通マネジメントの強化が必要である。
・このプロジェクトにおいて上記２つの課題を実現するには関係機関による連携した
推進が必要である。

3 課題
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

第１回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクトの振り返り

主なご意見①（都県市への影響や課題）

・中央道、中央本線の不通により、広域迂回を強いられ、時間的なロスや生活の中における
負担が極めて大きかった。

・中央道の不通により、製造業等の物流においても、材料の仕入れ不足になる等、深刻な
影響があった。
・石油の輸送には大部分を、中央東線、中央西線を用いるため、ここが不通になると県民
生活への影響は計り知れない。この観点からも豪雪豪雨を含めて、交通網の強靭化は必要
である。

・国道２０号、中央道、中央本線の他、国道４１３号も不通となった。
それにより国道４１２号等を含めた周辺道路で深刻な渋滞が発生し、災害状況を確認する
のに、時間と労力を要した。
・面的に道路が被災したため、被害状況の確認や応急復旧が大変だった。

・広域迂回路となった国道１３８号では混雑が発生したが、須走道路・御殿場バイパス
（西区間）が整備されることにより、東名高速を経由したバイパスルートができる。
・円滑な広域迂回を可能にする道路整備の推進が必要。

・中央道、国道２０号、中央本線は都民生活にとっても極めて重要な路線。
・関連する近隣自治体や、管理者と共同・連携した対応が重要と認識。

山梨県

長野県

相模原市

神奈川県

東京都
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

第１回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクトの振り返り

主なご意見②（管理者としての課題等）

・国道２０号は、脆弱箇所（線形不良、道路防災点検、事前通行規制）が多数

・脆弱箇所を全て無くすには、長時間を要す

・老朽化、耐震化対策も進める必要あり

・災害時は、通行可能箇所の把握と情報提供、交通マネジメントの仕方が極めて重要

・被災メカニズムの調査と、維持管理への反映が必要

・老朽化、耐震化対策を引き続き推進

・小仏トンネルの渋滞対策等、防災の観点からも有効

・被災時の高速での無料措置等、広報の仕方にも課題

・引き続き、防災対策強化工事を推進

・沿線民地からの土砂流入には、協議調整に時間を要す

・道路の通行可能箇所等、情報の共有が重要

・再発防止の観点から、今回の被災がなかった箇所も含めた危険個所の洗い出しが重要

国道２０号管理
（関東地方整備局）

中央自動車道管理
（ＮＥＸＣＯ中日本）

鉄道管理
（ＪＲ東日本）

鉄道所管官庁
（関東運輸局）
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論 点

1.交通ネットワーク上の脆弱箇所はどこか？

・防災点検要対策箇所、老朽化、耐震化
等

2.脆弱箇所をどのように強化すべきか？

3.効率的な復旧作業に何が必要か？

4.災害時の交通マネジメントをどうするか？

キーワード

・個別箇所の強化
・抜本的な対策
・広域迂回ルート

等

キーワード

・被災状況等の早期把握
・復旧作業車の動線確保

等

キーワード

・交通マネジメント会議
・情報の収集、共有、提供
・代替交通手段

等

キーワード
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点１：交通ネットワーク上の脆弱箇所はどこか？

・国道20号の山梨県内区間（上野原工業団地入口交差点～大月インター入口交差点）では、区間通じて課題箇所が散在している。
・八王子市～相模原市区間（高尾山インター入口交差点～上野原工業団地入口交差点）では、課題箇所が集中している。

国道２０号

※1補修・耐震対象箇所：補修または耐震補強が必要な箇所 ※2 曲線半径Rが60m以下の箇所 6

山梨県内
上野原工業団地入口交差点～大月インター入口交差点

（延長：約23.0km）

相模原市内
小原交差点～上野原工業団地入口交差点

（延長：約9.7km）

八王子市内及び相模原市内
高尾山インター入口交差点～小原交差点

（延長：約9.4km）

１.道路防災点検要対策箇所 ７箇所 5箇所 11箇所

２.補修・耐震対象箇所※１ ８箇所 上下線 ８箇所 4箇所 上下線 4箇所 3箇所 上下線 3箇所

３.線形不良箇所※２ 21箇所 上下線 21箇所 50箇所 上下線 50箇所 38箇所 上下線 38箇所

課題箇所数・密度※1～3の重複除く 合計36箇所 1.56箇所（kmあたり） 合計59箇所 6.08箇所（kmあたり） 合計51箇所 5.42箇所（kmあたり）

平面位置図 ✓道路防災点検要
対策箇所

✓耐震対象箇所

✓線形不良箇所



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

・中央道の山梨県内区間（上野原IC～大月IC）では、大月市～上野原市境で老朽化箇所が集中するも、その他課題箇所は散在。
・八王子市～相模原市区間（八王子JCT～相模湖東IC、相模湖東IC～上野原IC）では、耐震対象箇所、老朽化箇所が集中。

山梨県内：上野原IC～大月IC
（延長：約20.1km）

相模原市内：相模湖東IC～上野原IC
（延長：約7.9km）

八王子市内及び相模原市内：
八王子JCT～相模湖東IC（延長：約6.4km）

１.道路防災点検要対策箇所 2箇所 0箇所 0箇所

２.耐震対象箇所※１ 4箇所 上り 4箇所、下り0箇所 7箇所 上り 7箇所、下り0箇所 3箇所 上り 3箇所、下り0箇所

３.老朽化箇所※２ 21箇所 橋梁：上り6箇所、下り7箇所
トンネル：上り0箇所、下り8箇所

10箇所 橋梁：上り10箇所、下り0箇所
トンネル：上り0箇所、下り0箇所

11箇所 橋梁：上り9箇所、下り0箇所
トンネル：上り2箇所、下り0箇所

課題箇所数・密度※1～3の重複除く 合計27箇所 1.34箇所（kmあたり） 合計17箇所 2.15箇所（kmあたり） 合計14箇所 2.19箇所（kmあたり）

平面位置図 ✓道路防災点検要
対策箇所

✓耐震対象箇所

✓老朽化箇所

中央自動車道

※1耐震対象箇所：支承逸脱対策（緊急輸送路の確保を目的とした対策） ※2老朽化箇所：構造物年数が50年以上のトンネル・橋梁 7

論点１：交通ネットワーク上の脆弱箇所はどこか？



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

高尾駅

相模湖駅上野原駅
四方津駅

梁川駅

鳥沢駅

猿橋駅大月駅

（1990年台風19号豪雨によるのり面崩壊）

（1982年台風10号豪雨による切取崩壊）藤野駅

（1928年豪雨による土砂流入）（1983年台風6号豪雨によるのり面崩壊）
（1991年台風12号豪雨によるのり面崩壊）

（1982年台風10号豪雨によるのり面崩壊）
（1983年台風6号豪雨による盛土流出
（1991年台風12号豪雨による土砂崩壊）

（1981年集中豪雨によるのり面崩壊）

（1982年台風10号豪雨によるのり面崩壊）
（1982年台風10号豪雨による土砂流入）
（1982年台風10号豪雨による盛土流出）（1982年台風10号豪雨による土砂流入）

（1982年台風10号豪雨によるのり面崩壊）

（1982年台風10号豪雨によるのり面崩壊）

（1982年台風10号豪雨によるのり面崩壊）

1999～2000年 中央線降雨防災強化対策工事
2004～2008年 中央線第二期降雨防災強化工事
※対策工事以降、今回の台風19号まで土砂災害は無し。

■これまでに実施した降雨防災強化工事

■過去の被災箇所

1901年 中央線八王子～上野原間開業（供用後119年）
1903年 中央線上野原～韮崎間開業（供用後117年）
1962～71年 同区間複線化工事（供用後49～58年）

今回の台風15号・19号の被災を踏まえ、
あらかじめ定めた点検箇所や、類似点検を実施
鉄道用地内において異常のないことを確認。
今後は、部外からの被災リスクのある箇所の
調査・対策の実施が必要と考えている。
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

＜参考＞前回（第１回）での提示時資料

出典：各管理者より提供資料を基に事務局にて作成

■過去の被災状況（中央自動車道・国道20号）

大
月
Ｊ
Ｃ
Ｔ

大
月
Ｉ
Ｃ

上
野
原
Ｉ
Ｃ

相
模
湖
Ｉ
Ｃ

相
模
湖
東
Ｉ
Ｃ

八
王
子
Ｊ
Ｃ
Ｔ

中央自動車道

山梨県

東京都

神奈川県

八王子市

相模原市

上野原市

大月市

凡例 路線 過去被災箇所

中央自動車道 1１箇所

国道20号 36箇所

データ収集期間：中央自動車道/2006年～2019年（14年間）
国道20号/2000年～2019年（20年間）

２箇所
【国道20号】

２箇所
【国道20号】 ３箇所

【中央道】 ３０箇所
【国道20号】

1箇所
【国道20号】

1箇所
【国道20号】

1箇所
【中央道】

1箇所
【中央道】

1箇所
【中央道】

３箇所
【中央道】

1箇所
【中央道】

1箇所
【中央道】

【訂正事項】第1回では回数表示としていましたが
被災箇所数の集計であるため、第2回では箇所表示に修正いたします。
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

大
月
Ｊ
Ｃ
Ｔ

大
月
Ｉ
Ｃ

上
野
原
Ｉ
Ｃ

相
模
湖
Ｉ
Ｃ

相
模
湖
東
Ｉ
Ｃ

八
王
子
Ｊ
Ｃ
Ｔ

出典：国土交通省「道路防災情報Webマップ」
山梨県道路規制情報
；規制実績は各管理者からの資料を基に事務局作成

事前通行規制区間

山梨県

東京都

神奈川県

＜過去10年間（2010年～2019年）の規制実績集計対象＞
国道20号：大垂水、相模湖、上野原、梁川
中央自動車道：八王子IC～勝沼IC 
国道413号：県境付近、ほおずき山 国道412号：南山

中央自動車道

八王子市

相模原市

上野原市

大月市

中央道
大月⇔上野原

上り線 約310時間/10年
下り線 約290時間/10年

中央道
上野原⇔相模湖

上り線 約230時間/10年
下り線 約270時間/10年

中央道
相模湖⇔相模湖東

上り線 約220時間/10年
下り線 約280時間/10年

中央道
相模湖東⇔八王子JCT

上り線 約220時間/10年
下り線 約280時間/10年

中央道
八王子JCT⇔八王子

上り線 約90時間/10年
下り線 約150時間/10年

中央道
勝沼⇔大月

上り線 約140時間/10年
下り線 約110時間/10年

八
王
子
Ｉ
Ｃ

国道20号 大垂水
約290時間/10年

国道20号 相模湖
約80時間/10年

国道20号 上野原
約70時間/10年国道20号 梁川

約40時間/10年

国道413号県境付近
約410時間/10年

国道413号ほおずき山
約140時間/7年

国道412号南山
約14時間/7年

道志村

※中央自動車道の規制実績は上下線別に記載
※集計時間には、事前通行規制にて通行止め中に被災し対応したものについては、
解放までの時間を含む

■雨量による規制実績

＜参考＞前回（第１回）での提示時資料
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

●東京～山梨・長野の
交通ネットワークの現状

●対応の考え方（想定）

Ａ：個別箇所の強化（現道の強靭化）

Ｂ：抜本的な対策

近年の自然災害の激甚化

異常気象の高頻度化

・道路、鉄道等ののり面対策 ・構造物耐震化、老朽化対策

・別線も視野にした検討

散在・集中する
防災上の課題箇所

線形不良や雨量規制等の
課題区間

迂回路(一般道)での
深刻な交通渋滞 Ｃ：広域的な迂回路ルートの整備

交通寸断の回避の観点から効率的かつ効果的な対応を選択していくことが重要

・自動車専用道路による多重性確保

写真：落石防護柵工

出典：相武国道事務所HP

写真：中部横断自動車道

出典：国土交通省HP

写真：法枠工+アンカー工 写真：落橋防止システム
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

Ａ：個別箇所の強化（現道の強靭化：事前通行規制区間内における防災対策工の事例）

・大月市初狩町下初狩地区は、台風等の大雨

（連続降雨量2５０ｍｍ超）の際に法面から

の落石・土砂崩壊の恐れがあることから、通

行規制区間となってる。大雨の際にも交通利

用者が安全に通行できる道路の整備を進める。

＜背景/理由＞

＜工事名＞ Ｈ15初狩他防災工事

・浮石・転石に対する落石防止工

＜工事名＞ Ｈ17下初狩防災工事

＜背景/理由＞

＜工事内容＞

＜対策状況＞

＜工事内容＞

・大月市初狩町下初狩地区は、台風等の大雨（連

続降雨量2５０ｍｍ超）の際に土石流の発生の

恐れがあることから、通行規制区間となってる。

大雨の際にも交通利用者が安全に通行できる道

路の整備を進める。

・斜面崩壊の防止を目的とした法枠タイプの
コンクリートマット工

＜対策状況＞

12
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

Ａ：個別箇所の強化（現道の強靭化）

・相模原市緑区吉野地区は、台風等の大雨（連

続降雨量１５０ｍｍ超）の事前通行規制区間

になってる。豪雨により土砂災害等が発生す

るリスクを回避するため、交通利用者が安全

に通行できる道路の整備を進める。

＜背景/理由＞

＜工事名＞ 国道20号 吉野地区防災工事（相模原市緑区吉野地先）

・法面対策（法枠工等）

＜工事内容＞

＜対策状況＞

対策前 対策後（工事中）

13

国道20号

国道２０号

Ａ：個別箇所の強靱化（現道の強靱化）

＜工事名＞Ｈ２８生坂村東広津防災他工事（生坂村大字東広津地先）

＜対策状況＞

＜背景／理由＞

＜工事内容＞

・ワイヤーロープネット
・ワイヤーロープ掛

対策前 対策後

国道19号

・生坂村大字東広津地区は、基準雨量130mm

の事前通行規制区間になっている。当該箇所

は、岩盤が浸食されており、落石が発生する

リスクを回避するため、交通利用者が安全に

利用できる道路の整備を進める。



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

出典：「道路の耐災害性強化に向けた提言（概要）」,令和元年7月,
国土交通省道路局HPより抜粋

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

沿道リスクアセスメント制度とは・・・

背景
過去の災害において、道路そのものに問題はないが、斜面災害や隣接する河川の増水、倒木、横断構造物や隣接する
建造物の耐震性の不足等により、道路の通行性を著しく阻害する例が散見された。

道路の耐災害性強化に向けた沿道リスクの考え方
（「道路の耐災害性強化に向けた提言」より）
土木工学のみならず、森林学や地質学、地形学等の
幅広い関係者と連携し勉強を進める必要がある

斜面、河川の増水、樹木や横断構造物についての今

後の対策を関係者と連携して進めていく必要がある
横断構造物については、十分に管理できないのであ
れば、構造物を撤去させるような法制化についても
検討すべき

沿道のリスク評価が重要であり、結果を公表して周知することを義務づける必要がある

台風19号時の評価すべきリスクの例

○倒木（国道20号 八王子市～相模原市間）

○土砂崩れ（国道20号 八王子市～相模原市間）

14



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

B：抜本的な対策

15

●国道２０号新笹子トンネル改修の例：事業中
事業概要
大月市笹子町黒野田から甲州市大和町初鹿野の区間について、老朽化の著しいトンネル
について、新たなトンネルや橋梁で改修を行い交通の安全を確保することを目的に実施
するもの。

事業概要
東筑摩郡生坂村下生坂から生坂村古坂間の区間について、
落石斜面崩落箇所を回避する路線（トンネル・橋梁）整備を行う。

●長野19号防災（山清路地区） の例：事業中

トンネル区間

橋梁部

始点

東
筑
摩
郡
生
坂
村
下
生
坂

終点

大
町
市
八
坂
瀬
口延長2.4㎞ 延長1.2㎞

トンネル区間
橋梁部

橋梁部

橋梁部

至松本
至長野

国道（直轄改築区間）

国道（直轄管理区間）

国道（直轄管理区間外）

地方主要道

一般県道

高速自動車道等

H9岩盤斜面の緊急調査に
おける緊急箇所

H8年防災点検

地滑り防止区域

県立聖山高原公園

関東地方整備局

トンネル



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

Ａ：個別箇所の強化（現道の強靭化）

・塩害と疲労により床版が劣化しており、抜本

的な対策として、床版の取替を行ったもの。

＜背景/理由＞

＜工事名＞中央自動車道 （特定更新等）辰野TN～伊北IC間改良工事（平成28年度)

・橋梁の床版取替

＜背景/理由＞

＜工事内容＞

＜対策状況＞

・トンネルの覆工内巻補強および炭素繊維補強

＜工事内容＞

対策前 対策後

16

対策前 対策後

・トンネルの覆工変状への対策として、補強を

行ったもの。

中央自動車道



0
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50

75

工事による通行止め実績
八王子IC～相模湖IC（4車線） 上野原IC～大月IC（6車線）

第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

B：抜本的な対策②
●小仏トンネル（上り）の例：
渋滞対策として付加車線の設置（事業中）

事業概要
・小仏トンネル付近のサグ（上り坂）、登坂車線減少、トンネルの心理的圧迫
による速度の低下が要因となり、主に休日の夕方において深刻な渋滞が発生
・小仏トンネル付近において局所的に発生している一時的な交通容量の低下を

回復させるため、付加車線を設置

断面１

断面２
［現 状］

［対策後］

付加車線

付加車線
車線 車線

車線 車線

車線 車線

別線

車線 車線

［現 状］

［対策後］

17
車線運用の見直し

断面２

小仏トンネル

断面１ 断面２

←上野原ＩＣ

相模湖東出口

八王子JCT

八王子ＩＣ→

圏央道

既設登坂車線
Ｌ＝約1.8㎞

上り

下り

上り

下り

対策延長（付加車線）Ｌ=約5ｋｍ

別線区間
Ｌ=約3.5ｋｍ

車線運用見直し区間
Ｌ=約1.5ｋｍ

●要因別 高速道路の通行止め時間

山中湖IC～須走IC︓片側1車線
（東富士五湖道路）

八王子IC～相模湖IC︓4車線上野原IC～大月IC︓6車線

・車線数の増加により、工事に伴う通行止め時間は減少する傾向

・事業中の小仏トンネル（上り：付加車線）が完成することで、通行止
め時間の減少に期待

（参考：東富士五湖道路（片側1車線）約836h/76回）
※期間：2010/1/1～2019/12/31

約27h/1回

約58h/5回

工
事
に
伴
う

通
行
止
め
時
間
（
h
）

■過去10年間の工事に伴う通行止め実績

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

Ａ：個別箇所の強化（鉄道の強靭化）

・当該箇所は、緩やかな斜面の切取り区間に位

置し集水地形となっている。土留擁壁上部の

用地外広域に渡る集中豪雨により、土留壁背

後の水圧が上昇、押し出しによる擁壁倒壊と

推定している。

＜背景/理由＞

＜中央線高尾～相模湖間 土留擁壁崩壊箇所恒久工事＞

・倒壊した土留擁壁の撤去
・法面格子枠工による斜面補強
・水抜きパイプ等の排水機能向上
・既存土留擁壁の補強
・電柱の立て替え
（地権者と協議を行い、安定勾配を確保した）

＜工事内容＞

＜対策状況＞

対策前 対策中

・トンネル坑口脇に沢および小橋りょうが存在し

ている。線路用地内にはスクリーンや砂防が設

置済みであったが、記録的豪雨により、沢上部

からの大量の土砂、流木が流れ込み、線路内に

堆積した。

＜背景/理由＞

＜中央線四方津～梁川間 線路内土砂流入箇所恒久工事＞

・砂防およびスクリーンへの堆積物撤去
・スクリーンの改良
・電柱の立て替え
（用地外の沢管理者と連携し今後の対策を協議）

＜工事内容＞

＜対策状況＞

対策前 対策中

※論点１で挙げた脆弱箇所については、
2008年までに降雨防災強化工事を実施

18

中央線 中央線

中央本線



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

Ｃ：広域的な迂回ルートの整備

■須走道路・御殿場バイパス（西区間）

＜標準横断図＞

■中部横断自動車道＜暫定2車線区間＞

＜標準横断図＞

・中部横断自動車道、須走道路、御殿場バイパス（西区間）を整備することで円滑な広域迂回ルートを確保

【高架部】 【土工部】
図：甲府河川国道事務所HP

図：沼津河川国道事務所HP

■東富士五湖道路

＜標準横断図＞

【土工部】

暫
定
2
車
線
区
間

暫
定
2
車
線
区
間
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

大
月
Ｊ
Ｃ
Ｔ

大
月
Ｉ
Ｃ

相
模
湖
Ｉ
Ｃ

中央自動車道

山梨県

東京都

神奈川県

八王子市

相模原市

上野原市

大月市

・中央道では雨量通行規制の実績が長い
・国道２０号は耐震化や補修が必要な構造物
や、線形不良箇所が散在

⇒散在する個別箇所への対策（現道の強靭化）
を図るべきではないか

●大月～上野原
・中央道では土砂流入による被災箇所が集中
・国道２０号では耐震化や補修が必要な構造物
や、線形不良箇所が集中
・更に３路線が近接並走するため同時寸断リスクが
高い

⇒３路線の管理者相互による連携した対策と併せて、
リダンダンシー確保の検討も必要ではないか

●上野原～相模湖東■総括図■

・JR中央線と中央道は近接して並走
・国道２０号は大垂水を中心に雨量通行規制や
被災箇所が集中
また、線形不良箇所も多数有り走行性に課題
・国道４１２号は交通容量が十分でなく中央道
や国道２０号の寸断時には深刻な渋滞が発生

⇒集中する個別箇所への対策（現道の強靭化）
と併せて、リダンダンシー確保の検討も必要
ではないか

●相模湖東～八王子

優先区間の
考え方(案)

・脆弱箇所が連続する区間や３路線が近接並走する等、同時寸断のリスクが高い区間について、
優先し検討すべきではないか？

論点２：脆弱箇所をどのように強化すべきか？

相
模
湖
東
Ｉ
Ｃ

八
王
子
Ｊ
Ｃ
Ｔ上

野
原
Ｉ
Ｃ

20

・雨量による規制実績が膨大

⇒国道20号と国道413号のダブルネットワー
クの確保が必要ではないか

●国道413号



仮復旧工事の施工

対応の検討
・関係機関、敷地管理者との調整

・工事内容の決定

管理者による
被災状況の把握

交通インフラの被災

第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点３：効率的な復旧作業に何が必要か？

被災から仮復旧までの流れ

異常気象の発生
(豪雨・豪雪・地震等)

台風19号での問題点

道路不通や交通渋滞等で
被災状況把握に長時間

復旧工事に関する
沿道敷地管理者との
合意に長時間

復旧車両の動線確保

議 論

・関係者間での被災状況、交通情
報を早期に共有する工夫

・復旧工事協議に関する協力体制
の構築（管理者⇔沿線自治体）

・管理者間（道路⇔鉄道）の連携
強化に資する整備や工夫

21



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点３：効率的な復旧作業に何が必要か？

＜現況イメージ＞ ＜機能強化イメージ＞

：被災箇所

：復旧作業導線

現在の狭い駅前空間（梁川駅）

並走する国道20号（梁川駅～四方津駅）

①鉄道路線へのアクセス箇所の増設
②駅前空間の拡張

■想定されるメリット
・鉄道の被災時に、双方向からの作業導線確保が可能
・鉄道の不通区間での道路を使った円滑な代替輸送が可能

①
②

・管理者間の連携による部分改良により、効率的な復旧作業、代替交通の確保ができないか（話題提供）

22並走する国道20号（梁川駅～鳥沢駅）



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 東京～山梨・長野の交通の現状

23

出典：地理院地図 断面図

3路線が隣接

論点３：効率的な復旧作業に何が必要か？

・３路線が近接する区間では特に同時被災が想定されるため、作業の連携による交通寸断の早期解消ができないか
（話題提供）

◆３路線同時被災（例）◆

×仮復旧の例（管理者の連携が図られない状態）× ◎仮復旧の例（管理者の連携が図られた状態）◎

⇒一部復旧するも、代替交通ルートの確保にならない



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点４：災害時の交通マネジメントをどうするか？

台風19号での交通マネジメント

・国道20号、国道412号、国道413号の交通
情報の提供
・広域迂回路への誘導
・交通需要抑制（相乗り等）の呼びかけ

主
な
取
組

・被災状況の把握に苦労
・誘導した迂回路での交通混雑
（国道412号、138号等）
・代替交通手段が不十分

主
な
課
題

平成30年7月豪雨（西日本豪雨）での
交通マネジメント

✓被災直後の渋滞対策協議会に加え、経済団体や
有識者を追加した「中長期的」な交通マネジメ
ントを実施

✓緊急交差点改良や災害時BRT、バスレーン

✓交通需要抑制（相乗り、時差出勤、公共交通
等）の呼びかけ

✓交通量、旅行時間等のデータ取得

議 論

１.交通マネジメント会議を速やかに開催する体制整備

２.情報の収集・共有・提供の方法を検討

３.代替交通手段の早期確保に向けた役割の明確化

～更に効果的な、災害時の交通マネジメントに向けて～
（項目案）

・常時から交通マネジメントに係る組織の構築
・会議の開催基準の明確化

・必要な交通データの共有、協力のルール
・情報提供に係る
タイミング 、対象 、内容 、媒体

・交通インフラ被災時の代替手段確保として取るべき措置と
役割の明確化

鉄道 道路
取るべき措置（例）

ＪＲ中央本線 中央自動車道 国道２０号

×（不通） ○ ○ ・代替バスの運行

○ ×（不通） ○
・鉄道利用の呼びかけ
・広域迂回の呼びかけ

○ ○ ×（不通） ・高速の無料措置

24



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点４：災害時の交通マネジメントをどうするか？

台風１９号での例（国道20号等災害時交通マネジメント検討会）

台風１９号により、国道２０号、中央自動車道、ＪＲ中央線等が通行止め・運休となり、首都圏と山梨方面との間の人流及び物資等の輸送を確保する必

要があったことから 整備局、運輸局、県、市、警察、ＪＲ東日本などで構成される検討会を設置し、広域的迂回ルートの活用や相乗り・テレワーク等
の呼びかけなどの交通マネジメントについて検討を進める。

①交通量の把握：トラカンやカメラ等による交通量の把握（国道16号、国道412号、国道413号、県道65号、県道510号）
②渋滞状況の把握：ETC2.0等のデータからの把握、カメラ等からの把握
③通行止め区間の迂回ルートの調整：通行止めに伴い想定される迂回ルートおよび案内内容の検討
④情報提供手段：記者発表、道路情報板、ホームページ、VICS、道の駅及びサービスエリア等を想定
⑤交通マネジメント対策等の検討

設置目的

メンバー

検討・調整内容

第1回会議（10月15日開催）

① 甲府方面への人流、物資等の輸送確保のため、中央自動車道、国道
20号、ＪＲ中央線の早期の通行止め解除・復旧に向け、関係機関が

連携し必要な調整を図る。

② 迂回路となっている国道４１２号、国道４１３号の交通抑制のために、
広域的迂回ルートの活用や相乗り・テレワーク等の呼びかけについて、

関係機関が協力して実施する。

③ その他、地域の渋滞状況等を関係機関と情報を共有するとともに、必
要な交通マネジメントについて引き続き検討を進める。

① 中央自動車道（八王子JCT～大月IC）が通行止めであることから、引き続
き、広域的迂回ルートの活用を、関係者が協力して、呼びかける。

② 国道20号と国道412号・413号の交通が適切に分担されるよう、関係者

が協力して、情報提供や案内を実施する。
③ 国道20号等における相乗り・テレワーク等の交通量抑制について、引き

続き、関係者が協力して、呼びかけを実施する。

④ 中央自動車道等の復旧に向け、今後も関係機関が連携し必要な調整を図る。
⑤ 今後の交通状況を踏まえ、必要な交通マネジメント対策について、引き続

き、検討を進める。

第2回会議（10月17日開催）

国土交通省関東地方整備局、同相武国道事務所、同甲府河川国道事務所、国土交通省関東運輸局、東京都、神奈川県、山梨県、相模原市、関東管区警察局、警視庁、神奈川県警察本部、
山梨県警本部、中日本高速道路株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、東京都バス協会、神奈川県バス協会、山梨県バス協会、一般社団法人神奈川県バス協会、公益財団法人日本道路交
通情報センター
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第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点４：災害時の交通マネジメントをどうするか？

出典：「令和2年度 道路関係予算概要」,令和年2月, 国土交通省道路局HPより抜粋 26



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

1 交通強靭化に向けた課題を踏まえた論点

論点４：災害時の交通マネジメントをどうするか？

出典：「広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会中間とりまとめ（概要）」,令和元年12月, 国土交通省中国地方整備局HPより抜粋
27



第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

２ 取り組みの方向性（案）

論 点 今後の取り組みの方向性（案）

論点1
交通の脆弱箇所はどこか？

✓現道の脆弱箇所に対して個別の対策による強靭化

✓沿道リスクアセスメントの導入による耐災害性の向上

✓３路線が近接並走する区間では管理者相互による連携した対策

✓個別の対策と併せて、リダンダンシー確保の検討

✓広域迂回路（須走道路、御殿場BP及び中部横断道）の早期整備

論点2
脆弱箇所をどのように強化す
べきか？

論点３
効率的な復旧作業に何が必要
か？

✓関係者間での被災状況、交通情報を早期に共有する工夫

✓復旧工事協議に関する協力体制の構築（管理者⇔沿線自治体）

✓管理者間（道路⇔鉄道）の連携強化に資する整備や工夫

論点４
災害時の交通マネジメントを
どうするか？

✓交通マネジメント会議を速やかに開催する体制整備

✓情報の収集・共有・提供の方法を検討

✓代替交通手段の早期確保に向けた役割の明確化

・今後の取り組みの方向性について、再度整理・意見交換し、関係者間での共有化を図る

【本日の論点と方向性の案】
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令和２年
１月３０日

第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

３ 今後のスケジュール（予定）

第１回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

・現状の共有

・課題の整理

第２回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

・意見交換

・交通強靭化の方向性

第３回 東京～山梨・長野 交通強靭化プロジェクト

・交通強靭化に向けた取組の基本方針について共有

令和２年
２月1８日
（本日）

令和２年
３月下旬
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